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マクロコマンド手順書



1．マクロコマンド機能

　　＜伏図＞－＜梁配置＞－＜梁の配置＞のメニューからマクロコマンドをクリックします。

2．マクロコマンド起動画面

　　画面の右上のメニューから機能を選択します。

 　　　[ 梁作図 ] … マクロコマンドで認識させる梁を作図します。

 　　　[ 部材決定 ] … 梁作図で描いた線を梁として認識させます。

 　　　[ 梁の修正 ] … 既に配置した梁を修正します。



３．マクロコマンド使用方法

　　基本的には、[ 梁作図 ] → [ 部材決定 ]  → [ 修正 ] の手順で梁を作図していきます。

３－１．梁作図

　　梁作図ボタンをクリックし、汎用ソフトと類似した操作方法で梁となる線を描いていきます。

　　線を描く際の機能も、「 直線 ～ 計測 」 と多機能にわたりサポートしており、画面下には

　　選択しているポイントの座標が表示されます。

　　また、編集要素選択から、通常梁とマクロコマンドで描いた梁とで表示の ON /OFF もできます。

　　※　梁幅の線が平行でないと、梁として認識しないのでご注意ください。

　  ※　設定からマウス操作設定を行うことができます。　

    ※　作図方法に関しましては、画像右下の 「 HELP 」 を参照してください。



　梁を溶接梁にする場合、柱・梁に対し、クリア0で梁作図を行って下さい。

　梁をピン接合にする場合、柱・梁に対し、クリアを設けて梁作図を行って下さい。

　●　溶接梁作図

　

　●　ピン接合作図



３－２.　部材決定

　　部材決定ボタンをクリックし、梁部材認識を行います。

　　梁 幅   2  線 を選択することで、梁部材認識画面が表記されます。

　　ここで、設計マーク・部材サイズ・梁合番・取付先・ジョイントを登録することで、作図した梁に

　　梁情報を持たすことができます。



　・　設計マーク、部材サイズ

　　　設計マークを選択します。

　　  設計マーク選択時、梁部材入力で登録した梁の一覧が表示されます。

　　　梁の一覧に認証に必要な設計マークがない場合、梁部材入力で登録を済まし、一覧に表示

　　　させ、選択できるかたちにする必要があります。

　　　又、設計マークが選択されると自動的に設計マークに合った部材サイズが入力されます。

　・　梁合番

　　　梁合番を入力します。

　　　梁合番選択時、マクロコマンドで登録した別梁の使用合番一覧が表示されます。



　・　取付先、ジョイント　　　

　　　取付先を選択し、ジョイントを入力します。

　　　取付先選択時、選択中の端部には赤丸が表示されます。

　　　取り付けたい部材をクリックすることで選択され、選択された部材は灰色となります。

　　　ジョイント選択時、ジョイントを入力します。

　　　梁継手設定で設定されたジョイント符号を入力します。または、新たなジョイント符号を入力し、

　　　継手を登録することもできます。　　　

　　　※　左右端部基準としましては、画面上の Ｘ 軸を基準としています。



３－３．　梁の修正

　　梁の修正ボタンをクリックし、修正したい梁を選択することで、梁の修正を行えます。　　

　　「 梁の長さ 」 を変更したい場合、（機能→修正→伸縮）で線を伸縮させることで梁の長さを

　　変更できます。

　　「 設計マーク ～ ジョイント 」 の登録内容を変更したい場合は、入力されている文字を一度

　　削除し、再入力して頂くことで登録内容を変更することが可能です。

　　「 溶接 ⇔ ピン接合 」 の変更をしたい場合は、梁先端部を書き換え、取付先・ジョイントを

　　調整して頂くことで変更することが可能です。

　　「 剛接合 」 に変更したい場合は、仕口部でクリアを取り、ジョイントを追加することで剛接合と

　　なります。

　●　溶接梁→剛接剛変更例

　



３－４．　確認作業

　　マクロコマンドで認証が完了している梁は黄色で表示され、認識が済んでいない梁は紫で表

　　示されます。黄色で表記されている梁に関しては、通常配置した梁同様、一般図、柱・梁詳細

　　図にも表記され、材料リストや発注指示書などにも明記されます。通常梁をマクロコマンドで描

　　いた梁と取り合わすといったことも可能です。

　　梁の高さを変更したい場合は、<伏図>-<梁配置>-<梁の修正> から修正を行う必要があります。

　　マクロコマンドで描いた梁は、ジョイントマークと梁の高さのみ変更が可能です。それ以外の

　　変更に関しては、マクロコマンド内の梁の修正から行う必要があります。



４．仕口リスト作成（マクロ）

　　仕口リスト作成（マクロ）ボタンをクリックすることで、仕口リストを作図することができます。

　　※　仕口リスト作成（マクロ）は、フランジカットの仕口且つ、勾配がない梁のみの対応となります。



５．既存図面・帳票との連動

　マクロコマンドで描かれた梁に関しては、通常配置した梁同様、伏図～積算と連動し、

　表記されます。

　●　伏図

　●　柱詳細図



　

●　サイコロ部品展開図

●　仕口確認図



●　コア仕口組立図



　●　型板作成



　●　型板集計リスト



　

　●伏・軸ガセット確認図

　●　梁単品図



　●　梁切断リスト

　●　材料リスト



　●　積算


